
－512－

蚕の人工飼料官における温度及び光線条件について

Ⅳ　光周期が人工飼料育蚕の化性に及ぼす影響

高　　宮　　邦　　夫

（蚕糸試験坂東北支場）

1　ま　え　が　き

人工飼料育蚕は，幼虫期の日長条件によって桑薫育

の場合（木暮1929，諸星1949，1950．　渡辺

1922，1924）よりもその化性に大きな影響を受け，

恒暗（24D）及び短日（81」・1dD）条件で越年卵を，

また垣明（24IJ）及び長日（1dL・8］））条件で不越年

卵を産下するが（高官1卯1，1975），人工飼料を用

いたこれらの報告では光周期は1日の時制（24時間）

で行われていた。

本報は，光周期を24，48，72及び96時間とし

た場合の化性に及ぼす光周効果並びに24時間光周期

における人工飼料育蚕の卵の越年化の臨界日長時間な

どについて検討を行った実験結果の一部である。

本文に入るに先だち，本稿の御校閲をいただいた蚕

糸試験場東北支場長杉山多四郎博士に厚くお礼申し上

げる。

2　実　験　結　果

この実験は1叩2年5月に実施し，用いた人工飼料

の組成は第1表に示したように桑菓粉末50労を含む

ものである。人工飼料は20分間蒸煮し，調製後は給

餌まで5℃に貯蔵した。

第1表　人工飼料の組成

組　　　　　　成 添　　加　　量

桑　彙　　粉　　末

寒　　　天　　　末

バレイシヨでんぷん

サ　ッ　カ　p　一　ス

脱　脂ク　イ　ズ粉末

セ　ル　ロース粉末

ア　ス　コ　ル　ビソ酸

ク　　エ　　ン　　酸

ソ　ル　ピ　ソ　酸

ビ　タ　ミ　ン　B　類

蒸　　　留　　　水

蚕品種は宝鐘（支部撞・2化性）を用い，催青中の

卵は25℃，18時間照明，8時間暗黒の光線条件下

で保護した。

蚕の飼育及び蛸の保護取扱いは28℃の恒温童（180

×刀0×250くⅧ）内で行い，給餌は各齢期とも9時と

17時の1日2回とした。明条件は1DO Wの東芝電球

により，露座面の照度を80～100I」uLXとなるように

調節した。また暗条件は，給餌時（1日に20分間程

度）を除き，飼育容器全体を被覆したが，光線もれは

なかった。

産下卵の化性の判定結果は越年卵産下峨歩合で示し

たが，不越年卵は塵下後着色せず，25℃で10～12

日後にふ化した。なお，この実験の範囲では，1蛾の

産下した卵の中に越年卵と不越年卵の混じたいわゆる

混合卵は全く観察されなかった。

5　実験結果及び考察

実験1　24時間光周期

幼虫を1サイクルを24時間の光周条件下（恒暗：

24工），短日：BL・16㍉・長日：1工・8工）及び恒

明：24IJ）で飼育した。

結果は第1図に示したが，越年卵産下城歩合は，短

日飼育区100％，恒暗飼育区96％であった。しかし

長日及び恒明飼育の両区では不越年卵のみであった。

このように，越年卵崖下蛾歩合は幼虫期の短日（8

1・1dD），長日（1dL・8D）各条件で大きく異なっ

たので，その臨界日長時間を兄いだす目的で，光周条

件を12Ⅰい12工），15工‥11Ⅰ），14Ⅰい10D，15L

・9D及び1dLt8Dとして検討した。

結果は第2凶に示したとおりで，越年卵崖下蛾歩合

は12IJ・12D及び15工J・11Dの各区は100留であっ

たが，14工‥10工）区は96％，15も・叩区は12努，

1占1・8工）区は鋪実験l司様0％であった。この結果か

ら，人工飼料育室の卵の越年性に及ぼす幼虫期の臨界

日長時間はほぼ14～15時間の付近にあることが認め

られた。
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第1図　幼虫期の日長と人工飼料育蚕の化性

（その1）
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第2図　幼虫期の日長と人工飼料育蚕の化性

（その2）

実験2　48時間光周期

幼虫を1サイクル48時間の光周条件（48］），8I」

・40工）I181・52】〕■　24L・24D，52IJ・1dD1

40も・8工）及び48IJ）で飼育した。

実験結果は第2蓑のとおりで，越年卵産下蛾歩合吼

48工1，8L・40D，16も・52D，241」・24工）および

52Ⅰ‥1dDの5区では100多であったが，4DI‥8

D及び48IJの両区は0％であった。

第2表　48時間周期の光線リズムと人工飼料

育蚕の化性

実験 番 号 明 暗
越 年 卵 産 下

蛾　 歩　 合

1

時 時 蕗

0 4 8 1 0 0

2 8 4 0 1 0 0

5 1 b 5 2 1 0 0

4 2 4 2 4 1 0 0

5 5 2 1 8 1 0 0

占 4 0 8 0

7 4 8 0 0

実験5　72時間光周期

幼虫を1サイクル72時間の光周条件下（56も・5d

D，48IJ・24］），561・1dD，64L・8D及び72

も）で飼育した。

実験結果は第5表のとおりで，越年卵崖下蛾歩合は，

この実験でも照明時間が長く暗黒時間が0か非常に短

い72IJ及び64Ⅰ‥8工）の2区では0であったが，その

他の各区はいずれも100努であった。

第5表　72時間周期の光線リズムと人工飼料

育蚕の化性

実験 番 号 明 暗
越 年 卵 産 下

蛾　 歩　 合

1

時 時 帝

5 8 5 くら 1 0 0

2 4 8 2 4 1 0 0

5 5 6 1 6 1 0 0

4 d 4 8 0

5 7 2 0 0

実験2及び5の結果から，不越年卵の出現は暗黒時

間が0または8時間の場合にのみで，暗黒時間が1°

時間以上になると出現しないことが明らかであり，し
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たがって人工飼料育蚕の化性は陪盟時間の長短による

影響が顔著であることがわかった。

このような現象は，光周期（24，5占，48，72

及び98時間）を変えて，その明暗比を1：2または

2：1として，越年卵座下蛾歩合を調査した結果（第

4表）からも確認された。

第4表　非日周的光線リズムと人工飼料育蚕

の化性

実 験 番 号 周　　 期 明 暗

越 毒

下 城

1

時 時 時

1 0

1 □

2 4 8 1 8

2 2 4 1 d 8

5 5 （5 1 2 2 4

4 5 6 2 4 1 2 1 0

5 4 8 1 d 5 2 1 0

d 4 8 5 2 1 6 1 0

7 7 2 2 4 4 8 1 0

8 7 2 4 8 2 4 1 0

9 9 8 5 2 8 4 1 0

1 0 9 6 8 4 5 2 1 0

1

4　要　　　　　約

桑葉粉末50多を含む人工飼料により飼育された蚕

（蚕品瞳は宝鐘）の蛾からの卵は，幼虫期の恒暗（24

か）及び短日（8工・1dD）粂件で越年化し，長日（18

1・8D）及び恒明（2仙）条件で不越年化するが，今

回の実鋏で，これらの産卵越年化の臨界日長時間はほ

ぼ14～15時閥の付近にあることが認められた。また

光周期を24，48及び72時間として，それらの明暗

比を延々変えた場合，人工飼料育された蚕の峨からの

卵は，いずれの光周期とも，照明時間の長短にかかわ

らず暗黒時間が8時間以内のとき不越年化することが

明らかになった。

これらのことから，人工飼料育蚕の化性は幼虫期に

おける光周期，特に暗黒時間の長短によって大きく影

響を受けるものと推察された。
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自律神経毒による家蚕蛾の産卵抑制

水　沢　久　成・在　原　重　雄
（蚕糸試験場・新庄原蚕撞試験所）

1　ま　え　が　き

著者らは先に，高等動物において副交感神経末梢を

刺敵する作用がある塩酸ピロカルビソは，カイコの交

尾蛾の産卵を促進する作用を有するはか，特に末交尾

蛾に対しても産卵を誘発する働きのあることを轍告し

た（蚕糸研究，第85号，1叩2）。

今回，副交感神経末梢麻痺剤の硫酸アトロピンを，

交尾蛾に散布することによって産卵をかなり抑制する

作用のあることを認めたので櫨要を報告する。

（11）：1－152．

明文堂：1－158．

明文堂：1－158．

（25）：57－58．

（96）：129－141．

（18）：15－42．

d（9）：411－458．

本稿の御校閲を賜わった堀内彬明新庄原蚕種試験所

長に厚くお礼申しあげる。

2　材料及び方法

使用した薬剤は市販品の塩酸ピロカルビソと硫酸ア

トロピソ（ともに岩城製薬枇）で，これを蒸留水で希

釈して〇・5臥濃度の溶液を調製した。更に薬剤を散布

する場合には，界面活性剤としてノニポール85（三

洋化成工業胱）を液量に対して0．1％を添加した㌘

＊　筆者らは前報において，薬液の浸透を補助するための添加剤として，イオン系のワンダフルⅩある

いは非イオン系のノこポール85を添加すると，塩酸ピpカルビソによる産卵促進効果が助長され，し

かも添加した界面活性剤に原因する産卵行動や産卵状態の異常は認められないことを報告している。


